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　E．Bozleri，は91ycerol筋の弛緩に関する研究
において，弛緩の難易はglycerol処理時間に関
係し，その短いもの程弛緩し易い事実を指摘した。
　H．H：．　Weber2）は特に．この事実を重視し，これ
を弛緩因子であるMarsh－Bendall　factor似下
M－B－factor）の有無に帰した。
　丸山等3＞は91ycerGl筋の作製方法による性質
の差異に注意し，A．　Szent－Gytrrgyi－t）法によるも
のをA型，E．　BOzlerユ）法によるものをB型gly－
cero1筋どして区別すべぎことを提唱するととも
に，叙上の問題に．も論及し，M－B－factor以外に
ATP含有量の差も考慮すべき・ことを述べた。
　E．Bozleri　’並びに丸山3）が指摘した如く，短時
間処理B型glycero1筋は塩溶液内にて押棒より
切離するに際して自から短縮する性質を有する。
この事実はかかる91ycero1筋はATPを含有す
ることを強く示唆する。　また今日ATPはcon－
tracting　action（dynamic　actien）の外，　p工astici－
zing　actiGn（static　aCtion）を有し，従ってこれを
欠如する時は筋線維はhysteretic　state，或いは
rigorに陥ることは周知の事実である。さらにA．
Szent－Gy6rgyi：”），永井6）によれば91ycero1筋の弛
緩し難いのはそのhysteresisに関係し，　また永
井6）によればhysteresis除去は弛緩の前提であ
るとともに，機構において両者は本質的セこ区男iJし
難iいという。
　以上の事実は作製条件による91ycero1筋の差
異に対し，丸山：1）の指摘せる如くATPの関与す
る可能性を強く示唆するものである。
　われわれはこの点を確かめるべく，A，　B両型
のglycerGl筋につき処理時間の経過を追って
ATP量の消長を比較観察した。
実験方法
　A．Glycero1筋：家兎腰筋線維を使用し，次の2方
法に従い標本を作製した。
　1）A．　Szen’tGy6rgyi4）の方法1こ従ったもの似下A
型）。
　2）E．BozlerDの方法に従ったもの’（以下B型）。なお
B型の保存温度は一18～一20℃である。
　BLabile　Pの定量：低温50％glycerol申に保存
ぜる直径約2mmのfiber　bundleを任意に7～8本採り，
濾紙でglycerolを除き，それを秤量して1gとし，10％
trichlor　ace七ic　acid　10　ceで抽出（方法は大江7）に準ず
る），その抽出液1ccを蒸溜水で10倍に稀釈し，その1cc
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を目盛附試験管にとり，3NHCI　O．5　ccを加えて7分間煮
沸し，直ちに冷却して中和する。蒸溜水を加えて全量6cc
となしBodansky8）法で晃色，　photoelectric　colorimσLer
（Fllteτ660　mμ）により測定した。この値から上記7分間煮
沸する代りに，0「℃に静置して得た無機燐及びA．M．
Alkseeva9）法を改．良した内田lo）の方法により求めたcre－
a七ine－phosphate（CP．〉のPを引いたものをもってlabile
P（7／P）とした。
実験成績
　1．glycerol筋A型，　B型の7／Pとその消長の比較＝
　図に示す如く，A型，　B型問にかなり著明な差があり，ま
たその消長はA型では24時聞で既に著明な滅少があり，
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　　　Fig．　1．：　ATP　conteltt　of　glyeerol
　　　　　　extracted　muscle　fiber．
e一一一e　：　A　type　gl．ycerol　ex’Lracted　musele．
0－0　：　B　’type　glycerol　extrac’ted　musele．
i＋．　一一　：　eontractility，　when　fiber　is　cut　ofr’
　　from　s七ick．
以後比鮫的滅少の度は緩かである。他方B型は24時閥で
は未だ比較的多くの7！Pを含有し，i帰順経過とともに次
第に減少し，A型に現ずく。
　なおこれらに併せて，次の事導11についても観察した。
　2．Glycerol筋の肉眼的所見：
　A型，乳白色，’硬固、
　B型，glycerol浸漬後5時間では筋線維はすべて白色，
凍結状態であり，10時聞でも大部分が凍結伏態を示すが，
以後漸弐glycerolの浸透により透明，柔軟な外観を示す。
　3．Glycero1筋の細棒よリ切離時の塩溶液（KCI　O．16
M，MgCl，　o．01　M）中における短縮＝丸山？により報告
されtc如く，　A型において殆ど短縮を認めず，他方B型
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では全例において短縮を認め，48時問処理せるものでも
50～60％以上の短縮高ihを示し，これ以．上処理時言が延長
するとともに減少する。短縮速度も短縮高とほぼ平行し，
処理時間の短い程著明である。
．考 按
　従来9玉ycero1筋のATP含有並を測定したものはない。
われわれはA，B両型のglycero1筋について，これを測
定しさらに旧聞経過についても観察．した。但しわれわれの
測定したものは7／Pであり，従ってATPそのものでは
ない。
　元来7／Pはいわゆるacid　labile　PとしてCP，　ATP，
ADP等に関係する。われわれの成績はCPに対する補正
を加えたものであり，従って主としてATP及びADPに
関係すると考えることが出来る。しかしながら成績に見る
如く，この値はB型glycero1筋において一般に大であ
り，しかもその値は細俸より切離する際の収縮と平行する
などの点より，大体ATP量と平行するものと考えられる。
　われわれの成怒によればA型筋においてATP含有量は
比鮫的早期より減少し，以後旧聞経過に伴う減少セま緩かで
ある。これをB型に比較するに全体的に遙に少ない。他
方B型は短時間処理において遙に大なるATP含有量を有
し，処理5臼の成績がA型1日処理のものに匹敵する。
　次に二二より切離時の短縮はB型のみに見られ，しか
も48時聞以内において著明である。この点はE．Bozler’i），
：丸山13）の所見に一・致する。しかしてまたこれはATP含有
量とも大体平行し，以後ATP減少と平行して短縮も殆
ど止む。他方A型はかかる短縮は殆ど見られない。
　A型，B型のATP含有量の差の原因としてglycero1
筋作製条件の差が考えられる。即ちB型においてATP含
有量の大であることは凍結とATP－ase5）抑llliの2つが主
なる原因と考えられる。
　緒論で述べた如く，Bozler型のglycerol筋はその処理
二二の長短により弛繧に難揚がある。
　またA型glyceroi筋は一般に長「時…聞処理B型と同様
弛緩を起し難い。
　これに対しH，H．　Weber2）は脹B－faetorを皿視して
いる。氏によればM－B－factorはATP－aseを抑制し12），
従って短時間処理筋はfaetorを含むことによって，　ATP
添加に際しA．TPの収縮野川を抑制する一方plasしicizing
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　　（1953）．
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actionを助長する結果，弛繧を起しやすいと言う。
　しかしながら以上の成緬はATP含有量に関しA，　B両
型glycerol筋の間のみならず，　B型自身においても処理時
間に関して差があり，さらにこれはE．BozIerりの述べて
いる弛緩の難易に平行する。又緒論に述べた如く，ATP自
身にplasticizing　actionがあり，且つこれは弛緩と密接
な関係にある。さらにまたM－B－factorはATP存在下に
始めて作用する。これらを綜合する時，作製条件の差によ
るglycerol筋の性質の差異に関し，班B－factorを全く
否定し得ないとしても，少なくとも一部はATP含有量の
差に帰されなければならぬと考える。
　A．Szent－Gy6rgyi4），）kLLLI13）によれば凍結筋を融解す
ると短縮が起り，これは筋肉自身のATPによるものとさ
れる。B型筋はその作製条件並びにその短縮性より見て，
上記凍結筋とA型筋の申問にあるものと見倣すことが出
来，その性質に関し筋中ATPの役割を否定することは出
来ない。
結 論
　91ycero1処理条件の異なるA型，　B型筋につ
いて処理時間を追って7／P量を測定し，これを
比較検討した。
　1．A型，　B型91ycerol筋問にはかなり著明
な差を7／Pに認める。
　2・A型，B型91ycero1筋ともに91ycero1処
理時間の経過にしたがい含有7／P量の減少を認
める。　’
　3．これら両型glycero1筋の肉眼的所見，細
棒より切離した際の短縮度合などにつき比較し
た。
　4．以上の成績から91ycerol筋中に含有する
ATPの意義に関して考察を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　（日召禾029．11．30受付『）
Summary
　　Contents　of　7’　P　in　glycerol　extracted　muscle　fiber，　in　accordance　with　A．　Szent－
Gydrgyi’s　（A　type）　and　E．　Bozler’s　（B　type）　method，　was　measured　respectively　and　the
results　were　as　follows．
1）　A　remarkable　difference　of　7！　P　content　was　observed　between　the　two．
2）　ln　each　case，　the　content　of　7’　P　decreased　during　the　process　of　glycerol
treatment．
3）　The　differences　of　macroscopic　appearence　and　that　of　contraction－degree，　when
fiber　was　severed　from　small　stick，　were　compared．
4）　Based　on　the　above　data，　the　physiological　meaning　of　ATP，　contained　in　muscle
fiber，　was　discussed．
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